
議案第８号 

 

令和６年度伊賀市病院事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度伊賀市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

第２条  業務の予定量は、次のとおりとする。 

⑴ 病床数                               ２８１床 

⑵ 年間入院患者数                        ６７，５２５人 

⑶ 年間外来患者数                        ７１，５４１人 

⑷ １日平均入院患者数                         １８５人 

⑸ １日平均外来患者数                         ２９４人 

⑹ 主要な建設改良事業 （医療器械器具整備）         １２５，４００千円 

 （収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収    入 

 第１款 病院事業収益                   ５，２０７，３３８千円 

  第１項 医業収益                    ４，７９８，５８９千円 

  第２項 医業外収益                     ２７３，１５７千円 

第３項 訪問看護ステーション事業収益             ２４，８２８千円 

第４項 特別利益                      １１０，７６４千円 

支    出 

第１款 病院事業費用                   ５，２０４，０６７千円 

第１項 医業費用                    ５，０００，４１８千円 

第２項 医業外費用                     １５９，１８３千円 

第３項 訪問看護ステーション事業費用             ３０，４６６千円 

第４項 特別損失                       １４，０００千円 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出 

額に対し不足する額１５５，３８５千円は、損益勘定留保資金等で補てんするものとする。）。 

収    入 

 第１款 資本的収入                      ５２４，６８３千円 

  第１項 企業債                       ３１９，１００千円 

  第２項 負担金                       ２０５，５８３千円 

支    出 

 第１款 資本的支出                      ６８０，０６８千円 

  第１項 建設改良費                     ３１９，１６１千円 

  第２項 投資その他の資産                      ３００千円 

  第３項 企業債償還金                    ３４０，６０７千円 

  第４項 長期借入金償還金                   ２０，０００千円 
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（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事 項 期 間 限度額 

医薬品購入経費 令和７年度  48,638千円 

診療材料購入経費 令和 7年度  68,904千円 

中央材料室・手術室補助

業務委託経費 
令和 7年度～令和 11年度 131,340千円 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法 

医療器械等

整備事業 

千円 

125,400 証書借入又は

証券発行 

５．０％以内 

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる政府資

金等について、

利率の見直しを

行った後におい

ては、当該見直

し後の利率） 

政府資金及び特定資金

については、その融通条

件により、銀行その他の

場合には債権者との協

定によるものとする。た

だし、企業財政の都合に

より据置期間及び償還

期限を短縮し、若しくは

繰上償還又は低利に借

換えすることができる。 

病院施設整

備事業 

193,700 

計 319,100 

 （一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

⑴ 収益的支出における各項間の流用

⑵ 資本的支出における各項間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額を、これら以外の経費の金額に流用し、又

はこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

⑴ 職員給与費 ３，０１５，７６８千円 

⑵ 交際費  ３００千円 

（他会計からの補助金）

第 10条 企業債の償還元金及び支払利息並びに救急業務の費用等の財源に充てるため一般会計から 

この会計への負担金並びに補助を受ける金額は、５３５，８９８千円である。 

（たな卸資産購入限度額） 

第 11条 たな卸資産の購入限度額は、４２０，５００千円と定める。 
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 （重要な資産の取得及び処分） 

第 12条 重要な資産の取得及び処分は、次のとおりとする。 

１ 取得する資産       

 

令和６年２月 26日提出 

 

伊賀市長 岡 本  栄   

種 類 名 称 数 量 

器械備品 ２方向Ｃアーム １式 
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